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分担研究報告書

生活支援ネットワークを構築する地域拠点に関する研究

研究分担者 岡村毅 東京都健康長寿医療センター研究所・研究副部長

   

研究要旨

認知症になってもこの地域で暮らしていけると本人が思うこと（エフィカシー）の関連

要因を調べた。2022 年 12 月に、研究拠点（高島平ココからステーション）がある板橋区

高島平 2 丁目の 65 歳以上の高齢者 4523 人を対象に調査票を配布し、1237 人から回収

した（回収率 27.3％）。一人暮らし 652 人のうち、欠落項目のない 483 人（女性 64.6％、

平均年齢 78.7±5.9 歳）のデータを分析した。地域生活継続のための自己効力感（エフィ

カシー）については、「そう思う」「ややそう思う」と答えた人が 44.3％、「そう思わない」

「ややそう思わない」と答えた人が 55.7％であった。単変量解析では「生活圏に相談相

手がいる」、「高島平ココからステーションを利用したことがある、または知っている」、

「他の集いの場を利用している」が、エフィカシーと有意に関連していた。次に相談相手

がいることについて深掘りするために、一般論としての相談相手（遠くの友人）あるいは

生活圏域の相談相手（近くの友人）の存在を含む、2 つの二項ロジスティックモデルを作

成した。「生活圏における相談相手の存在」が有意に関連したが、一般論としての相談相

手は関連しなかった。地域に相談相手がいることが重要であるが、高齢期に新たに地域に

相談相手を作ることは容易ではない。今後は、自然に助け合える関係を構築できる仕組み

や工夫が求められる。

A. 研究目的

これまでの粟田班の研究から、独居認知

症高齢者等の地域での暮らしを安定化・永

続化するためには、病院や介護施設をいく

ら作っても十分ではなく、生活支援ネット

ワークを構築する地域拠点が必要なことが

分かった。今後 3 年はこの地域拠点に関す

る研究をし、社会実装に近づくことが目的

である。

認知症になってもこの地域で暮らしてい

けると本人が思うこと（エフィカシー）

は、認知症共生社会をつくるための基盤で

ある。本研究の目的は一人暮らしの高齢者

の認知症になってもこの地域で暮らしてい

けるというエフィカシーの関連要因を調べ

ることである。

B. 研究方法

2022 年 12 月に、研究拠点（高島平ココか

らステーション）がある板橋区高島平 2 丁
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目の 65 歳以上の高齢者 4523 人を対象に調

査票を配布し、1237 人から回収した（回収

率 27.3％）。

（倫理面への配慮）

東京都健康長寿医療センターの倫理委員会

の承認を得て行った。

C. 研究結果

一人暮らし 652 人のうち、欠落項目のな

い 483 人（女性 64.6％、平均年齢 78.7±5.9
歳）のデータを分析した。地域生活継続のた

めの自己効力感については、「そう思う」「や

やそう思う」と答えた人が 44.3％、「そう思

わない」「ややそう思わない」と答えた人が

55.7％であった。

すべての変数を 2 値化し、地域生活継続

の自己効力感を従属変数としてカイ 2 乗検

定を行った。その結果、「生活圏に相談相手

がいる」（χ2(1)=12.056、P<0.001）、「高島

平ココからステーションを利用したことが

ある、または知っている」（χ2(1)=5.102、
P=0.024）、「他の集いの場を利用している」

（χ2(1)=4.154、P=0.042）が、地域生活継

続の自己効力感と有意に関連していた。

次に、一般論としての相談相手（遠くの友

人）と、生活圏域の相談相手（近くの友人）

の存在が地域生活継続の自己効力感に及ぼ

す影響の違いを検討するために、2 つの二

項ロジスティックモデルを作成した。年齢、

性別、教育達成度、主観的経済状況、身体的

健康関連指標、主観的認知機能、高島平ココ

からステーションの利用または知っている

こと、その他の集いの場の利用に加え、モデ

ル 1 とモデル 2 にはそれぞれ「一般的な相

談相手の存在」と「生活圏における相談相手

の存在」を含めた。その結果「生活圏におけ

る相談相手の存在」が有意に関連した

（Odds 比 1.69、p=0.010）。

D. 考察

一人暮らしの高齢者の認知症になっても

この地域で暮らしていけるというエフィカ

シーを高めるためには、１）生活圏に相談相

手がいること、２）地域の集いの場を利用し

ていること、が重要であった。また地域拠点

を利用したことがある人はエフィカシーが

高かった。

さらに相談相手の詳細を深掘りしたとこ

ろ、その地域の外にいる相談相手ではなく、

その地域にいる相談相手が重要であること

が分かった。

これらの結果からは、専門職に出会え、権

利ベースの支援が保証されている我々の研

究拠点のような地域拠点があることは重要

だといえる。一方で社会資源は、すべての地

域に我々の研究拠点のような支援の場を実

装することが可能であるほど潤沢ではない

かもしれない。「生活圏に相談相手を作るこ

と」を現実的な目標とした戦略が重要だろ

う。

集いの場に来る人は、もともと社交的で

集っている人たちだという指摘がなされて

久しい。今後はもともと孤立孤独に陥りや

すい人に相談相手を作るような場を提供す

るような仕掛けを重層的に準備することが

必要だろう。

E．結論と今後の課題

地域に相談相手がいることが重要である

が、高齢期に新たに地域に相談相手を作る

ことは容易ではない。今後は、自然に助け合

える関係を構築できる仕組みや工夫が求め
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られる。
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表．一般論としての相談相手（遠くの友人）あるいは生活圏域の相談相手（近くの友人）の存在を含む、2 つの多変

量ロジスティック解析の結果


